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▽おにようずの連凧
（見島）
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11
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11
月
３
日
、
い
よ
い
よ
開
幕
！

〜まちじゅう博物館〜 歴史とまち並み

まちじゅう博物館探訪（申込受付終了）
①幕末の志士が駆け抜けた萩往還コース（40人）
②古地図で歩く堀内・城下町コース（54人）
③水とくらし藍場川周辺コース（17人）
④浜崎町家まち並みコース（27人）
⑤維新の里・旧松本村コース（14人）
※（　　）内は参加者数

11月４日（土）午後１時〜午後４時

シンポジウム

シンポジウム「歴史とまち並み」（要・入場整理券）
○開会　午前 10 時〜
○基調講演　午前 10 時 20 分〜　講師：篠田正浩（映画監督）
○明倫小学校児童による「松陰先生のことば」の朗唱　午後０時 35 分〜
○パネルディスカッション　午後１時〜　
　コーディネーター：西山徳明（九州大学教授）　パネラー：西村幸
　夫（東京大学教授）、坊城俊成（文化庁文化財調査官）、マリ・ク
　リスティーヌ（異文化コミュニケーター）、野村興兒（萩市長）

11月５日（日）午前10時〜午後３時

市内各所ところ 市民館ところ

維新と川柳胎動のまち萩から 文芸祭「川柳」
11月４日（土）午前10時30分〜午後３時30分 市民館ところ

■開会式
■事前投句披講・選評（第１次選者）
■表彰式（小・中学生の部）　
■アトラクション（お船謡保存会）　
■当日投句披講・選評（第１次選者）
■表彰式（高校生・一般の部）　

【事前投句の応募数】　
◦小・中学生の部　   ３万4,167句（8,207人）
◦高校生・一般の部　２万2,567句（4,047人）

【当日投句の受付】（一般のみ）
　午前８時30分〜午前10時30分

午前10時30分〜
午前10時50分〜
正午〜
午後０時50分〜
午後１時30分〜
午後３時〜

11
月
３
日
、
い
よ
い
よ
開
幕
！

■公募展　全国から公募した陶芸作品 225 点を展示
・伊藤博文別邸　112 点　・旧久保田家住宅　51 点　・旧田中別邸　62 点
■器と花のコラボレーション　
　萩陶芸家協会会員 48 人の作品に花を生けて展示
■オープニング　11 月 3 日（金・祝）午前 10 時〜／旧久保田家住宅
■表彰式・講評会　11 月４日（土）午後４時〜５時／味楽亭（堀内）

11月３日（金・祝）〜12日（日）
午前10時〜午後５時

いま“萩（やきもの）”がおもしろい！陶芸展

旧久保田家住宅
伊藤博文別邸
旧田中別邸

ところ

陶芸展

シンポジウム「歴史とまち並み」
たまがわ de! フラメンコ

文芸祭「川柳」

民謡・民舞の祭典

見島小学校
萩高校合唱部
弥富小学校

オレンジアーティスト
フェスティバル2006

開
催
日

事
業
名

事
業
名

■日程一覧
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たまがわ de! フラメンコ

創作フラメンコ「アモールｄｅお菊」
※入場券（有料）は完売しましたが、
同じ時間に田万川体育館（田万川コ
ミュニティセンター横）でスクリー
ン上映します。

11月４日（土）
午後５時〜午後６時30分

田万川コミュニティセンターところ （要・入場整理券）
○オープニング　午後２時〜　多磨小学校児童出演　
○第１部「全国団体の発表」　午後２時25分〜
　スペインと県外のフラメンコ３団体による発表
○第２部「ブレリア・デ・イシドロ・バルガス」　午後３時10分〜
　プロの発表と音のワークショップ
■たまがわスペインまつり　午前10時〜午後５時／田万川体育館
○フラメンコ体験ワークショップ　午前10時30分〜
○タブラオ（フラメンコを鑑賞しながらスペイン料理）、物産展

11月５日（日）午後２時〜午後４時10分
田万川コミュニティセンター、田万川体育館ところ

L
ラ

a A
ア ミ ス タ

mistad F
フ ラ メ ン カ

lamenca

※シャトルバス（定員 28 人）を運行します。
行き▷市役所 午前９時発 ― 田万川 午前10 時着　帰り▷田万川 午後３時発 ― 市役所 午後４時着

萩総合庁舎駐車場、アトラス萩店駐車場
サンリブ萩店駐車場（サブ会場）

ところ
市役所第３駐車場（メイン会場）

11月12日（日）午前10時〜午後４時

伝えよう、広げよう、ふる里の唄と踊り〜維新の風は萩から〜民謡・民舞の祭典
11月11日（土）午前10時〜午後４時

よさこい大会　
○オープニング　午前 10 時〜
　萩子どもよさこいチーム「萩笑童（萩キッズ）」出演

【出演団体】○40団体（県内24団体、県外16団体）
○招待団体「ほにや」（05高知よさこい祭り・よさこい大賞）
○特別出演団体「よさこいにっぽん須賀連」（高知県）
■前夜祭「長州とことん総踊り in 萩」
　11日（土）　正午〜午後４時

市民館ところ

民謡・民舞（要・入場整理券）
○オープニング（「男なら」器楽合奏）
○第１部 山口県の唄と踊り（10団体出演）
○第２部 全国各地の唄と踊り（21団体出演）
○第３部 民謡・民舞の維新（11団体出演）
○フィナーレ　「ヨイショコショ」

午前 10時〜　
午前10時20分〜
午前11時30分〜
午後２時25分〜
午後３時30分〜

４、５日
11、12日

市役所駐車場、市役所第３駐車場、旧市民球場跡地周辺
旧市民球場跡地周辺、明倫小学校グラウンド、萩商業高校グラウンド

駐車場

　11 月３日から 12 日までの 10 日間、山口県で「国民文化祭・
やまぐち２００６」が開催され、県内各地の会場で 105 のイ
ベントが行われます。
　萩市では、陶芸展、文芸祭「川柳」、シンポジウム「歴史と
まち並み」、フラメンコ、民謡・民舞の祭典の５つの事業のほか、
子ども夢プロジェクト、きらめき公募事業が開催されます。

国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６

第21回問い合わせ
市民活動推進課

（２５・３５９０）
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会
津
高
校
と
合
同
演
奏
会

萩
高
校
合
唱
部

　

10
月
９
日
、
萩
高
校
合
唱
部
が
全

国
11
校
が
出
場
す
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
初
出
場
し
、
優
良
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

萩
高
合
唱
部
が
創
設
さ
れ
た
の
は

昭
和
28
年
。
毎
年
県
大
会
で
優
勝
す

る
県
内
屈
指
の
名
門
校
で
、
部
員
は

約
50
人
。

　

国
民
文
化
祭
・
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、福
島
県
立
会
津
高
校
と
合
同

演
奏
会
を
開
催
し
、会
津
高
が
作
詞
、

萩
高
が
作
曲
し
た
曲
「
友
情
〜
時
を

越
え
て
今
〜
」を
演
奏
し
ま
す
。

　
「
他
県
の
優
秀
校
と
交
流
し
た
い
」

と
い
う
生
徒
た
ち
の
想
い
で
、全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
福
島
県
か
ら
、萩
と

か
か
わ
り
が
あ
る
会
津
高
を
選
び
、今

年
３
月
に
曲
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
両
校
で
練
習
が
始
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
有
富
美
子
教
諭
は

「
高
校
生
ら
し
く
、
合
唱
を
通
じ
て

同
じ
感
動
を
共
有
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

長
州
と
会
津
の
新
し
い
交
流

連凧 121 個、糸が重く感じます

見
島
の
大
空
に
夢
が
舞
う

１
２
１
の
お
に
よ
う
ず
見
島
小
学
校

　

見
島
小
学
校
は
、
児
童
数
16
人
、
職

員
数
11
人
の
小
さ
な
学
校
で
す
。

　

創
立
１
２
１
周
年
を
迎
え
る
今
年
、

国
民
文
化
祭
・
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
「
１
２
１
個
の
お
に
よ
う
ず
を
大

空
に
揚
げ
た
い
」
と
い
う
夢
の
よ
う
な

計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
毎
年
お
に
よ
う
ず
を

作
っ
て
い
ま
す
が
、
連
凧
と
な
る
と
誰

も
が
初
め
て
の
経
験
で
す
。
こ
の
１
年

間
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。
凧

を
小
さ
く
し
た
だ
け
で
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
全
く
揚
が
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

伝
統
的
な
骨
組
み
と
、
揚
が
る
連
凧
と

し
て
の
構
造
の
選
択
と
い
う
葛
藤
も
あ

り
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
揚
が
る
連
凧

を
求
め
て
連
凧
作
り
の
専
門
家
の
指
導

も
受
け
ま
し
た
。

　

児
童
数
16
人
で
は
１
２
１
個
も
の
凧

作
り
は
と
て
も
不
可
能
で
す
。
作
製
に

当
た
っ
て
は
地
域
の
方
々
の
多
大
な
協

力
を
得
ま
し
た
。
盆
踊
り
の
際
に
は
絵

付
け
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
色
を
塗
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

１
枚
１
枚
の
凧
に
児
童
・
教
員
・
島

民
の
願
い
事
を
書
き
、
子
ど
も
達
と
地

域
の
方
々
の
夢
を
載
せ
た
連
凧
は
、
10

月
15
日
の
全
国
凧
揚
げ
大
会
in
見
島

で
、
竜
の
よ
う
に
生
き
生
き
と
大
空
に

舞
い
上
が
り
ま
し
た
。
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とき 11 月３日（金・祝）〜 12 日（日）
午前 10 時〜午後５時
山口県スポーツ文化センター（山口市）
10 月 15 日に見島で開催された「全国凧揚げ
大会 in 見島」で揚げた連凧の展示。

ところ

内容

おにようずの連凧づくり
見島小学校

とき 11 月 11 日（土）午後２時〜３時
山口県立萩美術館・浦上記念館
会津高校（福島県）との合同演奏会。合同創
作曲で、両校の生徒が作詞・作曲した作品を
披露。

ところ

内容

友　情　〜時を越えて今〜
萩高校合唱部

とき 11 月 11 日（土）
午後１時 30 分〜２時 10 分
須佐文化センター

（山口県教育会萩地区教育振興フォーラム会場）
地域に残る和泉式部伝説をもとに創った「龍
のおくりもの」という音楽劇を、全校児童
14 人が披露。

ところ

内容

みんな弥富の子宝だ
弥富小学校

〜「龍のおくりもの」〜

国
民
文
化
祭
を
前
に

剣
花
坊
の
句
碑 

21
基

故 

大
庭 

政
雄

（
堀
内
・
92
歳
）さ

ん

　

９
月
27
日
、
井
上
剣
花
坊
顕
彰
会
会

長
の
大
庭
政
雄
さ
ん
が
、
腎
不
全
の
た

め
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
、
全
日
本
川
柳
山
口
大
会

（
全
国
か
ら
５
０
０
人
参
加
）
を
萩
で

開
催
。
そ
の
全
国
大
会
開
催
が
決
ま
っ

た
平
成
８
年
当
時
、
萩
に
は
剣
花
坊

の
句
碑
が
１
基
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
は
剣
花
坊
の
句
碑
建
立

に
精
力
的
に
取
り
組
み
、「
国
民
文
化

祭
・
文
芸
祭
『
川
柳
』
ま
で
に
句
碑
20

基
建
立
」
を
目
指
し
、
句
碑
の
設
計
や

ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
に
奔
走
。
10
年
目
の

今
年
秋
、「
御
成
道
・
た
ま
ち
駐
車
場
」

で
市
内
21
基
目
と
な
る
句
碑
の
序
幕
式

を
、
数
日
後
に
控
え
た
急
逝
で
し
た
。

　

大
庭
さ
ん
と
井
上
剣
花
坊
と
の
出
会

い
は
、
そ
れ
ほ
ど
古
く
な
く
、
も
と
も

と
建
設
技
術
屋
で
文
芸
の
世
界
に
は
縁

遠
か
っ
た
の
で
す
が
、
親
戚
の
勧
め
で

昭
和
55
年
に
萩
川
柳
会
に
入
会
し
、
平

成
５
年
に
会
長
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
柳
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
井
上
剣

花
坊
が
萩
出
身
と
知
り
、
維
新
の
志
士

だ
け
で
な
く
、
文
芸
の
世
界
で
も
偉
大

な
人
物
を
輩
出
し
て
い
た
こ
と
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
強
く

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

21
基
目
の
句
碑
、「
永
遠
を　

抱
け

ば
い
の
ち
も　

暗
か
ら
ず
」
肉
体
は
滅

び
て
も
魂
は
生
き
続
け
る
、
と
す
る
剣

花
坊
の
死
生
観
を
表
し
た
も
の
で
、
大

庭
さ
ん
の
揮き
ご
う毫

で
す
。
享
年
92
歳
。

大庭さん揮毫、21 基目の句碑

とき

ところ

内容

11 月 12 日（日）午後 3 時〜午後６時 45 分
市民館大ホール
バンド、コント、ストリートダンス、マジッ
ク、ステージアートなど、小中高校生や青少
年が「得意なこと、自慢できること、輝ける
もの」をステージで表現。

オレンジアーティスト
フェスティバル２００６
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市民体育館
椿西小学校

市民病院

明倫小学校

萩商業高校

松
陰
神
社

（有料）

萩城跡指月公園

菊ヶ浜海水浴場

天樹院

菊
屋
家
住
宅

高
杉
晋
作
誕
生
地

萩博物館
旧久保田家住宅
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平安古鍵曲
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伊
藤
公
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はぎ
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常
盤
大
橋

玉江
橋

バ
ス
セ
ン
タ
ー

サ
ン
リ
ブ
萩
店

萩
市
民
館

萩
総
合
庁
舎

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館

第
三
駐
車
場

P
P

PP

P

アトラス萩萩警察署

土
原
新
天
街

P

橋
本
川

松
本
川

橋
本
橋

松陰大橋

松本橋

雁島
橋

萩
橋

ひ
が
し
は
ぎ

ひ
が
し
は
ぎ

P

P

P

P
P

国道191号

国
道
２
６
２
号

→ 萩
しーまーと

↓萩有料道路

→ 

長
門
市
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●11月12日㈰、12：00〜17：00の間、まぁーるバスのルートが変更になります。
●11日㈯・12日㈰、まぁーるバス「萩市役所」の停留所の位置を防長交通㈱の路線
　バス停留所「市役所前」に変更します。なお、12日の正午から午後５時までの間
　は、この停留所にバスは停車しません。
●車両の混雑が予想されますので、会場へは公共交通機関をご利用ください。
●明倫小学校グランド駐車場の利用時間は9：00〜16：30までです。
●会場および駐車場、交通規制区間等では係員の指示に従ってください。
●ゴミの持ち帰りにご協力をお願いします。

●11月12日㈰、12：00〜17：00の間、まぁーるバスのルートが変更になります。
●11日㈯・12日㈰、まぁーるバス「萩市役所」の停留所の位置を防長交通㈱の路線
　バス停留所「市役所前」に変更します。なお、12日の正午から午後５時までの間
　は、この停留所にバスは停車しません。
●車両の混雑が予想されますので、会場へは公共交通機関をご利用ください。
●明倫小学校グランド駐車場の利用時間は9：00〜16：30までです。
●会場および駐車場、交通規制区間等では係員の指示に従ってください。
●ゴミの持ち帰りにご協力をお願いします。

交通規制区間

萩循環まぁーるバス 東回り（松陰先生）
萩循環まぁーるバス 西回り（晋作くん）

平安古備組
古萩町大名行列
交通規制区間

萩循環まぁーるバス 東回り（松陰先生）
萩循環まぁーるバス 西回り（晋作くん）

N

萩時代パレード
■萩観光シンボルレディー
■萩東中学校吹奏楽部
■萩西中学校ブラスバンド部
■明倫小学校マーチングキッズ
■椿東小学校金管・カラーガー
　ドクラブ
■毛利歴代藩主
■岩国藩鉄砲隊保存会
■長州奇兵隊
■萩住吉神社猿田彦面山車
■唐樋御神幣
■川島聖講
■古萩町大名行列
■平安古備組

まぁーるバス

10：20頃
平安古備組10：00頃

平安古備組

8：00頃発 
平安古備組

8：30頃発 
平安古備組

10：00頃
古萩町大名行列

9：00頃
古萩町大名行列

11：40頃
平安古備組

◎「男なら」披露
◎岩国藩鉄砲隊実演

11月12日㊐10：00〜

◎萩ふるさとまつり
11月11日㊏・12日㊐

11：00頃
平安古備組

車両通行止め
11月12日㈰

9：00〜11：30

車両通行止め
11月12日㈰

12：00〜17：00

13:00〜
 ㈰11/12

東回り、西回りとも
萩駅で折り返します

交通規制 11月12日㈰
10：00〜17：00

平安古備組
古萩町大名行列

◎萩ふるさとまつり
11月11日㊏・12日㊐

◎「男なら」披露
◎岩国藩鉄砲隊実演

11月12日㊐11：50〜
◎国民文化祭
　「民謡・民舞の祭典」

11月11日㊏10：00〜

◎国民文化祭
　よさこい大会

11月11日㊏・12日㊐

萩
時
代
ま
つ
り

11月11日㊏・12日㊐会場案内図

11 12
㊐

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

11 11
㊏

11 12
㊐

■
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
市
役
所
周
辺
・
田
町
商
店
街

◆萩ふるさとまつり
　　今年は新たに田町商店街も会場になりました。和牛
　丸焼きや鮮魚販売をはじめ、新鮮な農・水産物や各地
　域の特産物などが勢揃いします。

◆萩時代まつり
　　「萩大名行列」は、享保５年（1720 年）に萩藩５代藩
　主・毛利吉元が金谷天満宮の社殿を修復したことを契
　機に始まった萩市古来の奉納行列で、江戸時代を感じ
　させる歴史絵巻です。「平安古備組」（長州一本槍、草
　履舞）と「古萩町大名行列」（馬に乗った旦那）を合わせ
　て、総勢 200 人を超える大名行列です。



市報HAGI●2006（平成18）年11月１日号�

萩
有
料
道
路
の
早
期
無
料
化
に
向
け
て

■
萩
有
料
道
路
の
経
緯

　

戦
前
・
戦
後
を
通
じ
、
萩
と
明

木
を
結
ぶ
県
道
明
木
萩
線
（
現
在

は
萩
秋
芳
線
）
は
、
萩
と
山
陽
側

の
都
市
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
、
早

期
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
萩
市
な
ど
で
構
成
す

る
「
山
口
県
県
道
明
木
萩
線
改
良

促
進
期
成
会
」
な
ど
に
よ
り
、
昭

和
55
年
か
ら
関
係
機
関
へ
の
要
望
、

陳
情
活
動
を
展
開
。
平
成
元
年
度

か
ら
一
部
区
間
に
有
料
道
路
制
度

が
導
入
さ
れ
、
有
料
道
路
を
整
備
。

平
成
４
年
３
月
に
供
用
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

萩
有
料
道
路
は
、
山
陰
側
と
山

陽
側
を
結
ぶ
重
要
な
路
線
と
し
て

利
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
台

数
は
延
べ
２
３
８
５
万
台
を
超

え
、
平
成
17
年
度
の
利
用
台
数
も

１
日
平
均
４
３
１
８
台
と
、
萩
市

の
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

■
市
民
会
議
発
足
の
背
景

　

市
町
村
合
併
の
際
に
は
、
合
併

協
議
会
で
早
期
の
無
料
化
に
対
す

る
強
い
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
後
も
、
今
年
５
月
に
設
置
さ

れ
た
地
域
協
議
会
で
、
萩
・
旭
・

福
栄
地
域
か
ら
、
早
期
無
料
化
の

強
い
要
望
・
意
見
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

新
市
の
住
民
生
活
の
利
用
に
欠

か
せ
な
い
道
路
に
も
拘
わ
ら
ず
、

萩
有
料
道
路
の
早
期
無
料
化
に
向
け
て

「
萩
有
料
道
路
無
料
化
促
進
萩
市
民
会
議
」が
発
足

　

10
月
20
日
、
萩
有
料
道
路
の
早
期
無
料
化
の
実
現
に
向
け
て
、
市
や
市
議
会
、

経
済
団
体
、市
民
団
体
な
ど
35
団
体
で
「
萩
有
料
道
路
無
料
化
促
進
萩
市
民
会
議
」

（
会
長
：
野
村
市
長
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
、
地
元
国
会
議
員
・
県
議

会
議
員
も
顧
問
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
山
口
県
や
山
口
県
道
路
公
社
へ
要
望
活
動
を
行
う
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

工事期間 平成元年９月〜４年３月
事業主体 山口県道路公社
工事概要 長さ1.1㎞、幅員10.5ｍ

事 業 費

35億円
【財源】
・国借入金　17億5,000万円
・県支出金　12億2,500万円
・公庫借入金  5億2,500万円

有料通行期間 平成34年3月まで

◎萩有料道路の概要

萩有料道路の収支・償還金等の状況 ［平成 18 年３月末時点］
総収入額 38 億 3,121 万円

通行料 35 億 8,343 万円
その他   2 億 4,778 万円

総支出額 36 億 4,304 万円
建設事業費にかかる償還金 15 億 7,762 万円
償還金利息や道路管理費等 20 億 6,542 万円

未償還残額 19 億 2,238 万円
国借入金   6 億 9,738 万円
県出資金 12 億 2,500 万円

　平成４年の開通から 14 年を経過し、これまでの通行料金収
入は、建設事業費の 35 億円を超える額にのぼっています。
　平成 17 年度までの収入総額は約 38 億円、総支出額は約 36
億円で、１億 8,817 万円の黒字となっています。
　償還の状況については、平成 17 年度末で約 16 億円が償還
され、未償還残額は約 19 億円となっており、平成 33 年度ま
でに償還される計画です。

通
行
料
金
の
負
担
は
大
き
く
、
新

市
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
う
え
で

大
き
な
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
萩
の
中
心
市
街
地

に
入
る
道
路
が
有
料
で
あ
る
こ
と

は
、
観
光
振
興
や
産
業
発
展
に
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
市
民
会
議
の
活
動

　

早
期
無
料
化
に
向
け
て
、
年
内

に
山
口
県
・
山
口
県
道
路
公
社
へ

道
路
公
社
へ
要
望
活
動
を
行
う
ほ

か
、
全
市
を
あ
げ
て
無
料
化
促
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　
　
（
２
５
・
３
５
６
９
）
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越
ヶ
浜
小
学
校
育
友
会

（
会
長　

末
武
克
典
）

　

毎
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
「
和

船
競
漕
大
会
」
で
、
練
習
計
画
や

和
船
教
室
の
企
画
運
営
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
昨
年
度
か
ら
和
船

指
導
部
を
新
設
し
て
、
学
校
と
連

携
し
た
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
週
水
曜
日
に
高

学
年
児
童
が
下
校
時
の
独
居
老
人

宅
に
訪
問
し
交
歓
す
る
活
動
の
企

画
運
営
を
進
め
た
り
、
ク
リ
ー
ン

越
ヶ
浜
（
登
校
中
に
親
子
で
ご
み

拾
い
）
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な

ど
、
学
校
と
保
護
者
、
地
域
が
協

力
し
て
児
童
の
育
成
に
あ
た
っ
て

い
る
独
自
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　市では、景観に対する市民の皆さん
の意識の高揚を図るため、自然・文化・
歴史と調和するとともに、景観的に優
れたものを「萩景観賞」として表彰して
います。旧萩市で平成９年度から実施
し、今年度で10 回目を数えます。
　今年度は、市全域から13 件の応募・
推薦があり、市民投票および萩市都市
景観審議会の審議を経て、受賞物件が
決定し、10 月21 日に、サンライフ萩
で表彰式が行われました。

■
景
観
形
成
部
門

「
山
口
県
立
萩
高
等
学
校

管
理
棟
」　　

 

（
堀
内
）

【
受
賞
理
由
】

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て

の
建
物
で
あ
る
が
、
武
家
屋
敷
風

の
意
匠
で
、白
壁
を
ベ
ー
ス
と
し
、

ふ
ん
だ
ん
に
板
張
り
を
施
し
て
お

り
、
周
囲
の
歴
史
的
な
ま
ち
な
み

に
溶
け
こ
ん
で
い
ま
す
。

■
歴
史
景
観
部
門

「
ミ
ヨ
シ
ノ
醤
油
の
蔵
」

（
吉
田
町
）

【
受
賞
理
由
】

　

吉
田
町
通
り
に
面
し
た
３
棟
続

き
の
蔵
で
、
通
り
に
面
し
た
白
壁

と
焼
杉
板
が
、
通
る
人
々
に
歴
史

の
重
み
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
壁
面

い
っ
ぱ
い
の
商
標
が
味
わ
い
深
さ

を
印
象
づ
け
て
ま
す
。

◆
学
校
花
壇
の
部（
応
募
22
件
）

【
金
賞
】越
ヶ
浜
小
学
校

【
銀
賞
】多
磨
小
学
校
、三
見
小
学

校◆
地
域
・
職
域
団
体
の
部（
応
募

８
件
）

【
金
賞
】萩
や
す
ら
ぎ
苑
斎
場（
椿

東
）

【
銀
賞
】萩
公
共
サ
ー
ビ
ス（
土

原
）、萩
市
救
護
所（
椿
東
）

◆
個
人
の
部
（
応
募
４
件
）

【
金
賞
】
岡
ま
さ
こ
（
平
安
古
町
）、

佐
々
木
輝
雄
（
今
古
萩
町
）

【
銀
賞
】
児
玉
昇
（
平
安
古
町
）

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー

部
門
（
応
募
５
件
）

【
金
賞
】
中
澤
初は
つ
よ
し

良
（
椿
東
）

【
銀
賞
】
小
野
山
満
里
子
（
土
原
）

◆
年
間
最
優
秀
花
壇　

岡
ま
さ
こ

（
平
安
古
町
）

▲年間最優秀花壇　岡まさこさん宅
　（コリウス、サルビア等）

◆
受
賞
者

○
藤
山
冨
夫（
川
島
）

萩景観賞

秋の花いっぱい
コンクール

９月 29 日に受賞者が決定しました。

イ
ヌ
マ
キ
の
生
垣

○
大
枝
学（
椿
）
ハ
ナ
ミ
ズ
キ･

モ

ミ
ジ･

サ
ツ
キ
等
の
庭
木

○
吉
村
健
一（
椿
東
）

ラ
カ
ン
マ
キ
の
生
垣

○
浄
蓮
寺（
須
佐
）
イ
ヌ
マ
キ･

ヒ

バ･

モ
ク
レ
ン
等
の
生
垣
、
庭
木

○
原
武
司（
須
佐
）　

ヒ
イ
ラ
ギ
モ

ク
セ
イ
等
の
生
垣
、
庭
木

まちの緑賞

10 月２日に受賞者が決定
しました。
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10
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で

御お
な
り
み
ち

成
道
界
隈
を
中
心
に
開
催
さ
れ

た
「
着
物
ウ
イ
ー
ク
in
萩
」
で
、

７
日
、
８
日
に
「
着
物
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
１
３
５
件
。

山口県消防操法大会
（基本操法小型ポンプの部）

むつみ方面団チームが２位
　９月23 日、山口県消防学校（山口市）で開催さ
れ、萩市の代表として５チームが出場。基本操
法小型ポンプの部で、むつみ方面団チーム（下瀨
盛
さかり

方面団長：当時）が２位に入賞しました。

後
列
左
か
ら
、蜷み
な
が
わ川
大
介
、大
田
照

樹
、木
谷
與よ
い
ち
ろ
う

一
郎
、山
本
善よ
し
つ
ぐ継
小
隊

長
、堀
稔と
し
お男
、岩
本
徳の
り
ひ
と人

前田洋二
（堀内）

■
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
マ
ス
タ
ー
の
部
）

（
11
月
10
日
〜
12
日　

佐
賀
県
）

池田千恵子
（椿）

シ
ン
グ
ル　

男
子
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー

（
50
歳
代
）
の
部

シ
ン
グ
ル　

女
子
ハ
イ
シ
ッ
ク

ス
テ
ィ
ー
（
60
歳
以
上
）
の
部

　

第
８
回
萩
お
も
て
な
し
大
賞

（
萩
お
も
て
な
し
推
進
協
議
会
・

萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
主

催
）
は
、
萩
を
訪
れ
た
観
光
客
に

対
し
て
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
お

も
て
な
し
を
実
践
し
て
い
る
個
人

や
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
１
１
０
件
の
推
薦
が

寄
せ
ら
れ
、
10
月
７
日
に
市
民
館

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
お
も
て
な
し
大
賞

道
の
駅　

萩
し
ー
ま
ー
と

　

今
年
で
開
業
５
年
目
を
迎
え

る
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
で
は
、
萩

の
魚
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
年
間
を

通
し
て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
す
。

　

第
15
代
の
萩
観
光
シ
ン
ボ
ル
レ

デ
ィ
ー
が
決
定
し
、
10
月
10
日
に

萩
市
観
光
協
会
か
ら
認
定
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
の
は
、
来
島
絵
美
子

さ
ん（
椿
東
）、木
村
幸
恵
さ
ん（
椿

東
）、
黒
田
礼
子
さ
ん
（
福
井
上
）

▲中澤さかな駅長
▲左から、来島さん、木村さん、黒田さん

○
そ
の
他
の
市
内
の
受
賞
者

【
萩
市
長
賞
】
三
輪
哲
一
（
河
添
）

【
萩
の
町
並
み
に
似
合
っ
た
で
賞
】

松
尾
幸さ
ち
え恵

（
川
島
）

【
萩
商
工
会
議
所
会
頭
賞
】
古
谷

仁き
み
か香
（
大
井
）

○
お
も
て
な
し
賞

萩
一
輪　

松
尾
二
郎
会
長

　

約
20
年
前
か
ら
、
ホ
テ
ル
の
バ

ス
で
宿
泊
客
に
無
料
ガ
イ
ド
を
さ

れ
て
い
ま
す
。毎
朝
２
回
実
施
し
、

年
間
１
万
５
０
０
０
人
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う

萩おもてなし
大賞

観光客にまごころこ
もったおもてなし

萩観光
シンボルレディー

萩の顔として萩の魅
力をＰＲ！

の
３
人
で
、
２
年
間
、
萩
市
の
顔

と
し
て
、
市
や
観
光
協
会
の
行
事

に
参
加
し
、
観
光
都
市
・
萩
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。

着物ウィークin萩
着物フォト
コンテスト

伊東孝子（橋本町）
グランプリ 「さわやか」
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小児科

歯科

産婦人科

カレンダーは抜き取ってご利用ください。
※休日・夜間当番医の診療時間　翌朝７時まで。歯科は午前９時〜午後３時
　阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）
　４月から、旧阿南地区（川上・旭地域）は阿北地区に統一されました。
　当番医が緊急やむを得ず変わった場合、外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス
 （☎ 25-7474）、歯科は萩地区消防本部（☎ 25-2772）で確認してください。

23 日（木）
いわたに

（無田ヶ原）
24-2100

上記以外
の日は
内科で
対応

19 日（日）
登城

（椿東）
26-2525

23 日（木）
内藤

（三見）
27-0009

26 日（日）
ないとう

（平安古）
25-4145

23 日（木）
なかむら
（熊谷町）
22-1557

19 日（日）
26 日（日）

都志見
（江向）

22-2811

16

17

18

19

20

21

23

24

25

26

22

27

28

29

30

木

金

兼田
（吉田町）
22-1113

土

日

月

火

水

木

金

土

柳井
（橋本町）
22-0748

日

月

火

水

木

鈴木
（船津）

25-4510

中嶋
（今古萩町）
22-2206

田町
（東田町）
24-1234

都志見
（江向）

22-2811

都志見
（江向）

22-2811

都志見
（江向）

22-2811

全真会
（玉江浦）
22-4106

めづき
（土原）

22-2248

萩市民
（椿）

25-1200

萩市民
（椿）

25-1200

しげおか
（今古萩町）
25-9170

玉木
（瓦町）

22-0030

波多野
（堀内）

25-2788

柳井
（橋本町）
22-0748

萩市民
（椿）

25-1200

平岡
（新川東）
25-7100

中坪
（今魚店町）
22-5430

玉木
（瓦町）

22-0030

しげおか
（今古萩町）
25-9170

都志見
（江向）

22-2811

萩市民
（椿）

25-1200

藤原
（土原）

22-0781

わたぬき
クリニック

（東浜崎町）
25-2020

メディカル
ポート萩
（堀内）

24-0082

池本
（玉江浦）
25-7575

玉木
（瓦町）

22-0030

山本
（前小畑）
26-0077

兼田
（吉田町）
22-1113

15 水
しげおか

（今古萩町）
25-9170

萩慈生
（玉江）

25-6622

●人権・行政相談（9:00 〜 / 田万川保健センター）
●まちの保健室健康相談（9:30 〜 / 須佐郵便局）
●無料法律相談（10:00 〜 / 社会福祉協議会田万川支所相談室）
●萩市小学校音楽会（9:00 〜 / 市民館）

●秋の園芸展（9:00 〜 / 市民館）〜 19 日
●萩市中学校音楽会（9:00 〜 / 市民館）
●行政相談（10:00 〜 / 川上公民館、むつみコミュニティセンター、むつみ農村環境改善センター）

●人権相談（10:00 〜 / 弥富公民館）
●行政相談（10:00 〜 / 須佐総合事務所）
●萩ブロック交通事故等相談所の出張相談（10:00 〜 / 須佐総合事務所）
●身体障害者更生巡回相談（14:30 〜 / 萩市保健センター）

●明木地区農業文化祭（9:00 〜 / 旭マルチメディアセンター）
●佐々並地区文化祭（9:00 〜 / 旭活性化センター）
●大井ふるさとまつり（9:00 〜 / 大井小学校、大井公民館）
●三見公民館まつり（9:00 〜 / 三見公民館）
●萩市合同吟剣詩舞大会（9:00 〜 / 市民館）
●萩養まつり（9:15 〜 / 萩養護学校）
●福栄ふるさとまつり（9:30 〜 / 道の駅「ハピネスふくえ」）

●萩中央高齢者教室作品展（10:00 〜 / 市民館）〜 22 日　※ 20 日は 13:00 〜

●心配ごと相談（13:00 〜 / 総合福祉センター）

●生涯学習作品展（9:00 〜 / 福栄農業担い手育成センター）〜 23 日
●出張年金相談所の開設（10:00 〜 / 田万川総合事務所）
●萩市戦没者追悼式（福栄地域）（10:30 〜 / 福栄コミュニティセンター）

●むつみ縦走駅伝大会（9:30 〜 / むつみグラウンド）
●萩ものしり博士検定　検定日（10:00 〜 / 明倫小学校ほか）
●全国高校ラグビー山口県決勝大会（13:00 〜 / 萩ウェルネスパーク多目的広場）

●萩市中央公民館まつり作品展（9:00 〜 / 市民館）〜 26 日

●きれいなまち・萩推進市民会議美化活動（9:00 〜 / 明木ひばり垰駐車場）
●史都萩を愛する会例会（13:30 〜 / 松陰神社記念館）

●ナチュラカートシリーズ第 6 戦（8:30 〜 / 萩アクティビティパーク・ナチュラサーキット）
●萩市民秋季バレーボール大会（9:00 〜 / 市民体育館ほか）
●萩市中央公民館まつり舞台発表会（10:30 〜 / 市民館）

●無料法律相談（10:00 〜 / 市役所）
●人権・行政出張相談（10:00 〜 / 大井公民館）
●心配ごと相談（13:00 〜 / 総合福祉センター）

●山口福祉文化大学講演会（18:00 〜 / 市民館、講師 : 小山明子）
●裁判員制度出前教室（19:00 〜 / 見島総合センター）

外科 内科



市報HAGI●2006（平成18）年11月１日号11

内科外科

歯科

産婦人科

阿 北 地 区
休日当番医

主要行事 ●萩市主催・共催の行事
夜間・休日当番医

午前８時 30 分
〜午後５時 30 分

3 日（金・祝）齋藤外科（阿武町）
5 日　 （日） 　 むつみ診療所（吉部上）

12 日　 （日） 　 松原医院（須佐）
19 日　 （日）　  福賀診療所（阿武町）
23 日（木・祝）松井医院（下田万）
26 日　 （日）　  川上診療所（川上）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

土

14

水

木

金 鈴木
（船津）

25-4510

日

月

花宮
（平安古町）
25-8738

小児科

７日（火）
いわたに

（無田ヶ原）
24-2100

上記以外
の日は
内科で
対応

3 日（金）
沢村

（江向）
22-1223

5 日（日）
おか

（土原）
22-8241

12 日（日）
村上

（唐樋町）
25-2828

3 日（金）
5 日（日）
なかむら

（熊谷町）
22-1557

12 日（日）
都志見

（江向）
22-2811

火

水

木

金

田町
（東田町）
24-1234

都志見
（江向）

22-2811

玉木
（瓦町）

22-0030

めづき
（土原）

22-2248

平岡
（新川東）
25-7100

萩市民
（椿）

25-1200

しげおか
（今古萩町）
25-9170

メディカル
ポート萩
（堀内）

24-0082

しげおか
（今古萩町）
25-9170

都志見
（江向）

22-2811

池本
（玉江浦）
25-7575

中坪
（今魚店町）
22-5430

全真会
（玉江浦）
22-4106

山本
（前小畑）
26-0077

中嶋
（今古萩町）
22-2206

都志見
（江向）

22-2811

萩慈生
（玉江）

25-6622

市原
（塩屋町）
22-0184

わたぬき
クリニック

（東浜崎町）
25-2020

萩市民
（椿）

25-1200

波多野
（堀内）

25-2788

玉木
（瓦町）

22-0030

市原
（塩屋町）
22-0184

萩市民
（椿）

25-1200

土

日

月

火

花宮
（平安古町）
25-8738

藤原
（土原）

22-0781

●見島公民館まつり（9:00 〜 / 見島総合センター）〜４日

●萩博物館「山口県が生んだ七人の宰相展、井上剣花坊と川柳展」（9:00 〜 / 萩博物館）
　〜 12 月 10 日

●国民文化祭・陶芸展（10:00 〜 / 旧久保田家住宅、伊藤博文別邸、旧田中別邸）〜 12 日
●長門峡もみじまつり（10:00 〜 / 長門峡龍宮淵駐車場）
●江崎漁業「さかな祭」（10:00 〜 / 道の駅「ゆとりパークたまがわ」）
 
●国民文化祭・文芸祭「川柳」（10:30 〜 / 市民館）
●国民文化祭・シンポジウム「歴史とまち並み」（13:00 〜 / 市内散策５コース）
●国民文化祭・たまがわ de! フラメンコ（17:00 〜 / 田万川コミュニティセンター）

●道の駅 ｢ あさひ ｣ 秋の味覚祭り＆商工フェスタ（8:00 〜 / 道の駅「あさひ」）
●レーシングカート４時間耐久レース（8:30〜/萩アクティビティパーク・ナチュラサーキット）
●萩図書館まつり（9:30 〜 / 萩図書館）
●国民文化祭・シンポジウム「歴史とまち並み」（10:00 〜 / 市民館、講師 : 篠田正浩）
●国民文化祭・たまがわ de! フラメンコ（10:00 〜 / 田万川コミュニティセンター、
　田万川体育館）

●国民年金作品コンクール展（8:30 〜 / 市役所本庁ロビー）〜 17 日　※ 7 日は 13:00 〜
●心配ごと相談（13:00 〜 / 総合福祉センター）

●出張年金相談所の開設（10:00 〜 / むつみ総合事務所）

●行政相談（9:00 〜 / 福栄コミュニティセンター）
●人権相談（10:00 〜 / 福栄コミュニティセンター）

●ル〜ラル 315・376 フェスタ（9:00 〜 / ジョイフルセンター須佐、る〜らる
　SHOP315）〜 12 日
●まちの保健室（9:00 〜 / 市民館裏）〜 12 日
●きれいなまち・萩推進市民会議美化活動（9:00 〜 / 橋本川沿線沖原地区）
●年金の休日相談日（9:30 〜 / 萩社会保険事務所）〜 12 日
●萩ふるさとまつり（10:00 〜 / 市役所周辺）
●国民文化祭・民謡・民舞の祭典（10:00 〜 / 市民館）
●萩市伝統芸能フェスティバル（12:00 〜 / 市役所本庁前庭）
●国民文化祭・弥富小学校劇団「弥富っ子」による音楽劇（13:30 〜 / 須佐文化センター）
●国民文化祭・会津高校と萩高校合唱部の合同演奏会（14:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）

●萩時代まつり（8:30 〜 / 市内各所）
●ル〜ラル 315・376 フェスタ（9:00 〜 / 道の駅「うり坊の郷 katamata」）
●国民文化祭・民謡・民舞の祭典（10:00 〜 / 市役所第３駐車場ほか）
●国民文化祭・オレンジアーティストフェスティバル（15:00 〜 / 市民館）

●年金相談 19 時まで時間延長（8:30 〜 / 萩社会保険事務所）

●人権・行政・公証相談（10:00 〜 / 萩総合福祉センター）
●心配ごと相談（13:00 〜 / 総合福祉センター）

〈外　科〉08388-2-2838
〈内　科〉08388-6-0149
〈内　科〉08387-6-5055
〈内　科〉08388-5-0863
〈内外科〉08387-2-0345
〈内　科〉54-2014
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成
人
式
に
出
席
を

　
　
　
　

希
望
す
る
方
へ

○
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福

栄
地
域

■
と
き　

平
成
19
年
１
月
２
日

（
火
）
午
後
１
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
館

○
田
万
川
・
須
佐
地
域

■
と
き　

平
成
19
年
１
月
２
日

（
火
）
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　

須
佐
文
化
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

①
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
（
萩
地
域
の
方
は
10
月
１
日
現

在
で
萩
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
）

②
家
族
が
萩
市
に
居
住
し
、
本
人

は
就
職
な
ど
で
住
民
票
を
萩
市
以

外
に
移
し
て
い
る
が
、
成
人
式
に

出
席
を
希
望
す
る
方

※
①
の
該
当
者
に
は
10
月
末
に
案

内
状
を
発
送
し
ま
す
。
11
月
中
旬

ま
で
に
届
か
な
い
方
、
ま
た
は
②

の
該
当
者
は
12
月
８
日
ま
で
に
生

涯
学
習
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
２
６
・
５
６
３
６
）

障
害
児
サ
ー
ビ
ス
の
変
更

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

伴
い
、
10
月
１
日
か
ら
障
害
児
等

を
対
象
に
行
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス

の
う
ち
、「
日
中
短
期
入
所
事
業
」

が
次
の
２
つ
の
事
業
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。  

◯
日
中
一
時
支
援
事
業

  

介
護
者
の
い
な
い
場
合
等
、
日

中
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
対
象
者　

障
害
児
お
よ
び
知
的

障
害
者

■
と
こ
ろ　

•
ゆ
う
ゆ
う
は
ぎ
（
萩
養
護
学
校

西
側
）　

原
則
月
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

•
さ
ん
み
苑
（
三
見
）　

土
・
日
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分

◯
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

計
画
的
に
療
育
指
導
を
行
い
ま

す
。

■
対
象
者　

療
養
の
必
要
な
障
害

児■
と
こ
ろ　

ふ
た
ば
園
児
童
部

（
河
添
）
土
・
日
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

※
い
ず
れ
も
、
福
祉
課
障
害
福
祉

係
に
利
用
申
請
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
　
（
２
４
・
５
８
５
８
）
野
村

ふ
た
ば
園
児
童
部　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
２
２
・
２
８
７
７
）
蔵
本

救
出
・
救
助
訓
練

　
　
　
　
　

火
災
予
防
週
間

　

近
年
、
各
地
で
地
震
に
よ
る
災

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
災
害
時
に
備
え
て
消

　

埋
蔵
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史

を
知
る
う
え
で
か
け
が
え
の
な
い

文
化
遺
産
で
す
。
し
か
し
、
土
の

中
に
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知

ら
な
い
間
に
壊
さ
れ
て
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ

た
め
、
埋
蔵
文
化
財
が
残
っ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
地
域
を
「
周
知

の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と
し
て

決
定
し
、
保
護
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
萩
三
角
州
の
う
ち
、

「
萩
城
」と「
萩
城
城
下
町
」が「
周

知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と
し

て
山
口
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
追

加
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
内
で
は
、土
木
工
事
、

建
物
建
築
等
に
よ
り
埋
蔵
文
化
財

に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る

と
き
に
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
新
た
に
包
蔵
地
に
決
定

さ
れ
た
地
区
の
皆
さ
ん
に
、
次
の

と
お
り
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
堀
内
地
区

■
と
き　

11
月
14
日
（
火
）
午
後

７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ　

堀
内
公
会
堂

○
城
東
中
区
・
南
区
、
瓦
町
地
区

■
と
き　

11
月
20
日
（
月
）
午
後

７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ　

城
東
会
館

※
な
お
、
市
内
の
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
は
、
こ
の
地
区
以
外
に
も
大

井
地
区
な
ど
約
１
６
０
か
所
あ
り

ま
す
。

「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
」
説
明
会

　

市
で
は
、
田
床
山
か
ら
見
た

萩
市
街
地
を
描
い
た
年
賀
ハ
ガ
キ

（
お
年
玉
付
き
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
用
）
を
販
売
し
ま
す
。

■
販
売
開
始
日　

11
月
10
日（
金
）

１枚 50 円

問い合わせ
文化財保護課（２５・３８３５）

萩
市
街
地
の

　
　

年
賀
ハ
ガ
キ
発
売

■
販
売
所　

市
役
所
案
内
係
、

　
　
　
　
　

各
総
合
事
務
所

菊ヶ浜

常盤橋

萩城跡

菊屋家住宅
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防
機
関
と
他
の
防
災
機
関
と
の
連

携
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
９
日
は
１
１
９
番

の
日
で
、
火
災
予
防
週
間
の
初
日

で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
各
家
庭

に
お
い
て
も
防
災
・
防
火
等
に
関

心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
と
き　

11
月
９
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時

■
と
こ
ろ　

マ
リ
ー
ナ
萩
周
辺

（
椿
東
）

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
２
７
８
４
）

屋
外
広
告
物
の
現
地
調
査

に
ご
協
力
を

　

市
で
は
景
観
法
お
よ
び
屋
外
広

告
物
法
に
基
い
て
、
萩
市
屋
外
広

告
物
条
例
（
仮
称
）
策
定
の
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

よ
り
一
層
良
好
な
景
観
形
成
を

目
指
す
た
め
、
市
内
全
地
域
の
事

業
所
と
店
舗
用
看
板
の
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
調
査
期
間　

11
月
上
旬
〜
２
月

上
旬

■
調
査
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

■
対
象
地
区　

萩
地
域
川
内
地
区

■
調
査
対
象　

建
物
の
屋
上
広

告
・
壁
面
広
告
・
突
出
広
告
、
お

よ
び
建
植
広
告
（
立
て
看
板
）

■
調
査
方
法　

計
測
、
写
真
撮
影

等
（
１
件
当
た
り
10
分
程
度
）

問
い
合
わ
せ

ま
ち
な
み
対
策
課　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
２
３
８
）

家
庭
の
元
気
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
中

　

山
口
県
教
育
委
員
会
、
萩
市
教

育
委
員
会
、
萩
市
家
庭
教
育
推
進

協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
一
体
と
な

り
、
心
身
共
に
健
康
な
子
ど
も
の

育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

各
家
庭
や
地
域
で
の
積
極
的
な

呼
び
か
け
や
、
次
の
活
動
の
実
施

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
親
子
の
約
束
（
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
）

　

親
子
で
「
約
束
」
を
決
め
て
、

毎
日
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。
30
分

を
目
安
に
読
書
や
運
動
、
早
寝
早

起
き
な
ど
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

②
家
族
の
ふ
れ
あ
い
（
家
族
で
過

ご
す
機
会
を
増
や
そ
う
）

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の

日
」
で
す
。
家
族
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

③
父
親
の
出
番
（
父
親
の
家
庭
教

育
参
加
を
促
そ
う
）

　

父
親
の
力
を
家
庭
や
地
域
の
子

育
て
に
活
か
し
ま
せ
ん
か
。「
お

や
じ
」
の
出
番
を
み
ん
な
待
っ
て

い
ま
す
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん　

　

本
を
読
ん
で
外
遊
び　

　

み
ん
な
仲
良
く
今
日
も
元
気
」

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
２
６
・
５
６
３
６
）

税
に
関
す
る
無
料
相
談
会
、

年
末
調
整
説
明
会

○
税
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■
と
き　

11
月
12
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
（
萩
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
会
場
）

○
年
末
調
整
説
明
会

■
と
き
・
と
こ
ろ　

①
11
月
16
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

正
午　

▽
須
佐
総
合
事
務
所

②
11
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

正
午　

▽
市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

管
内
の
官
公
庁
、
法

人
お
よ
び
個
人
事
業
者

問
い
合
わ
せ

萩
税
務
署
総
務
課　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
２
・
０
９
０
０
）

◎
住
宅
防
火

　

命
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

☆
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す

☆
４
つ
の
対
策

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る

⑦
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

◎
林
野
火
災

　

防
止
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い

②
た
き
火
の
消
火
や
後
始
末
を
完

全
に
す
る

③
乾
燥
、
強
風
時
に
は
た
き
火
を

し
な
い

④
周
囲
に
火
が
広
が
る
お
そ
れ
の

あ
る
場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
！

　

６
月
１
日
か
ら
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
新
築
住
宅
（
平
成
18
年

６
月
１
日
以
降
に
建
て
ら
れ
た
住

宅
）は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、

既
存
住
宅
は
平
成
23
年
５
月
31
日

ま
で
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

場
所
は
寝
室
で
す
。
た
だ
し
、
２

階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階

段
に
も
設
置
が
必
要
で
す
（
台
所

に
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

◎
消
火
器
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
点
検
・
訪
問
販
売
に
注
意
！

　

萩
管
内
で
悪
質
な
点
検
や
訪
問

販
売
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
審

に
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
消
防
署
・
警

察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
被
害
に
遭
わ
な
い
ポ
イ
ン
ト

①
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め

る②
確
認
書
等
に
は
絶
対
サ
イ
ン
・

押
印
は
し
な
い

③
家
庭
用
の
消
火
器
に
は
、
設
置

や
点
検
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん　

④
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
鑑
定

（
Ｎ
Ｓ
）
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
る

か
確
認
す
る

秋の
全国火災
予防運動

11/9 〜 15

問い合わせ
消防本部予防課

（２５・２７９８）
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法
テ
ラ
ス
の
業
務
を
開
始

し
ま
し
た

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法

テ
ラ
ス
」
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
機
関
で
、
10
月
か

ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た

め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る

の
か
分
か
ら
な
い
、
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
と

い
っ
た
と
き
は
、
法
テ
ラ
ス
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容

•
情
報
提
供　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
に
役
立
つ
情
報
の
無
料
提
供

•
民
事
法
律
扶
助　

資
力
の
乏
し

い
方
の
た
め
の
無
料
相
談
や
裁
判

費
用
の
立
て
替
え

•
司
法
過
疎
対
策　

弁
護
士
が
い

な
い
な
ど
法
律
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
難
し
い
地
域
で
の
適
切
な
料

金
で
の
法
律
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

•
犯
罪
被
害
者
支
援　

被
害
者
支

援
に
詳
し
い
弁
護
士
や
支
援
団
体

な
ど
に
関
す
る
情
報
の
無
料
提
供

•
国
選
弁
護
関
連
業
務　

国
選
弁

護
人
を
確
保
し
、
捜
査
か
ら
裁
判

ま
で
一
貫
し
た
国
選
弁
護
体
制
の

整
備

■
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

•
一
般
相
談

　
（
０
５
７
０
・
０
７
８
３
７
４
）

•
犯
罪
被
害
者
相
談

　
（
０
５
７
０
・
０
７
９
７
１
４
）

※
固
定
電
話
か
ら
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
全
国
一
律
３
分
８
円

50
銭
）。

問
い
合
わ
せ

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
山
口
地

方
事
務
所

（
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
４
９
０
）

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

　

国
民
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の

助
け
合
い
・
相
互
扶
助
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
年
金
は
老
後
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
若
い
方
も

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

身
近
な
こ
と
と
し
て
年
金
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
年
金
相
談

　

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務

所
で
、
休
日
相
談
と
時
間
延
長
を

行
い
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
相
談
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

•
土
・
日
曜
日
の
休
日
相
談

▽
11
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
12

日
は
納
付
相
談
の
み
）

•
月
曜
日
の
時
間
延
長

▽
11
月
13
日（
月
）午
後
７
時
ま
で

○
国
民
年
金
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
優

秀
作
品
の
展
示

■
と
き　

11
月
７
日
（
火
）
〜
17

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分（
７
日
は
午
後
１
時
〜
、

17
日
は
正
午
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

　
　
　
　
　
（
２
４
・
２
１
５
６
）

国
民
年
金
の
現
況
届
は

　
　

12
月
か
ら
原
則
不
要

　

国
民
年
金
受
給
者
の
現
況
確
認

は
、
毎
年
１
回
誕
生
月
に
現
況

届
を
提
出
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
12
月
か
ら
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
12
月
生
ま
れ
の

方
か
ら
現
況
届
の
提
出
は
原
則
と

し
て
不
要
に
な
り
ま
す
が
、
次
の

方
は
提
出
が
必
要
で
す
。

①
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る

■
入
居
時
期　

12
月
下
旬
以
降

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
備
え
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
住
宅
に

よ
っ
て
は
、
高
齢
者
な
ど
一
定
の

要
件
を
備
え
て
い
る
場
合
、
単
身

入
居
も
可
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

（
収
入
と
は
、
粗
収
入
で
は
な
く
、

所
得
税
の
例
に
準
じ
て
算
出
し
た

所
得
金
額
の
合
計
か
ら
控
除
対
象

配
偶
者
や
扶
養
親
族
等
に
係
る
控

除
を
行
っ
た
額
を
12
で
除
し
た
額

の
こ
と
で
す
。
収
入
基
準
は
一
般

で
20
万
円
以
下
）

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る

■
申
込
方
法　

11
月
１
日
〜
10
日

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

に
建
築
課
、
各
総
合
事
務
所
施
設

課
備
え
付
け
の
入
居
申
請
書
に
記

入
の
う
え
提
出

市営住宅名
（地域）

募集
区分

募集
戸数 構造 間取り 家　　　賃 駐車場

使用料
金谷（萩） 一般 1 中層耐火 3DK 17,800 円〜 29,400 円 1,000 円

中津江（萩） 一般 １ 準耐二 ３K 12,500 円〜 20,600 円

本町上（須佐）一般 1 木造２階 3DK 20,200 円〜 33,500 円 1,000 円

船隠（田万川）一般 1 準耐二 3DK 8,300 円〜 13,700 円 1,000 円

堂河内（川上）一般 1 木造２階 3LDK 16,600 円〜 27,500 円

市
営
住
宅
入
居
者

募
集

本
人
基
本
情
報
（
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
住
所
）
と
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

情
報
が
相
違
し
、
住
民
票
コ
ー
ド

を
確
認
で
き
な
い
方

②
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
方

③
外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

　
　
　
　
　
（
２
４
・
２
１
５
８
）

問
い
合
わ
せ

建
築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
）
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特
別
遺
族
給
付
金
制
度

　

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
に
よ
り

死
亡
さ
れ
た
労
働
者
の
遺
族
で
、

労
働
保
険
の
遺
族
補
償
給
付
を
受

け
る
権
利
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し

た
方
は
、
特
別
遺
族
給
付
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局

　
（
０
８
３
・
９
９
５
・
０
３
７
４
）

労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
（
２
２
・
０
７
５
０
）

萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

◯
子
育
て
誕
生
会

■
と
き　

11
月
17
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
内
容　

大
型
絵
本
読
み
聞
か
せ

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者

■
参
加
費　

無
料

■
主
催　

萩
市

申
し
込
み

11
月
13
日
ま
で
に
、
萩
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
４
４
８
８
）
へ

個
別
健
康
教
室

　

心
臓
病
や
脳
卒
中
を
引
き
起
こ

す
危
険
因
子
の
高
血
圧
・
高
脂
血

症
・
糖
尿
病
に
つ
い
て
個
別
に
健

康
教
育
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

11
月
〜
３
月
の
６
か
月

間
（
月
１
回
程
度
、１
回
約
30
分
）

【
第
１
回
目
】
11
月
20
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
３
時

※
説
明
会
と
医
師
に
よ
る
健
康
相

談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
第
１
回

目
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

第
２
回
目
以
降
の
日
程
や
時
間
は

個
人
に
合
わ
せ
て
設
定
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

血
液
検
査
や
尿
検
査
を

実
施
、
保
健
師
や
栄
養
士
が
個
別

に
面
接
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
を

指
導

■
対
象
者　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
方
で
、
今
年
度
の
基
本
健
康
診

で
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病

の
受
診
結
果
が
要
指
導
と
診
断
さ

れ
た
方

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間　

11
月
６
日
〜
13
日

※
た
ば
こ
の
個
別
健
康
教
育
も
実

施
し
ま
す
。
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み 

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
６
・
０
５
０
０
）

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス

旅
行

　

萩
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
親
子
の
絆
を
一
層
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
、「
バ
ス
旅
行
」
を

実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
26
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
30
分

■
集
合
場
所　

市
役
所
本
庁
前
庭

※
萩
地
域
以
外
は
、
各
地
域
ご
と

に
出
発
時
間
・
集
合
場
所
が
異
な

り
ま
す
。

■
内
容　

水
族
館
「
浜
田
ア
ク
ア

ス
」（
島
根
県
浜
田
市
）
見
学

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
子
、
ま
た
は
ひ
と
り

親
家
庭
に
準
ず
る
親
子

■
参
加
費　

１
世
帯
１
５
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

※
昼
食
は
各
自
で
用
意
。

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

11
月
20
日
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
本
所
内
萩
市
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）
へ

萩
市
子
連
イ
ン
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
（
第
３
期
）

　

異
年
齢
集
団
で
の
共
同
生
活
を

通
じ
て
、
子
ど
も
会
活
動
の
基
本

知
識
等
を
踏
ま
え
た
創
造
的
な
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
２
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
日
（
日
）
午
後
２
時
30

分
（
１
泊
２
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
青
年
の
家

■
内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

野
外
お
や
つ
作
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
作
り
等

■
対
象
者　

小
学
校
高
学
年

■
定
員　

80
人

■
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
食
事

代
等
）

■
主
催　

萩
市
子
ど
も
会
育
成
連

合
会

■
申
込
方
法　

11
月
15
日
ま
で

に
、
各
地
区
の
子
ど
も
会
育
成
会

長
へ問

い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
２
６
・
５
６
３
６
）

　中小企業で働く従業員の退職金を国が補助
する制度で、事業主が掛金を全額負担します。
■制度の特色
•適格退職年金制度（平成 24 年３月 31 日で
廃止）からの移行先です
•掛金の一部を国が助成します
•パートタイマーも加入できます
•掛金は税法上全額非課税になります
■掛金の種類
•月額 5,000 円〜３万円の 16 種類
•短時間労働者は 2,000 円、3,000 円、4,000
円の特例掛金でも加入できます。

問い合わせ
中小企業退職金共済事業本部相談コーナー　
　　　　　　　（０８２・２４０・７１５１）

中小企業退職金共済制度

◆マイたうん萩（10 分間）
• 11月２日放送 「国民文化祭」
• 11月９日放送 「萩博物館の企画展」

問い合わせ　
　広報課（２５・３４７１）

萩市の行政番組
　（ケーブルテレビ）
　　　　　　　放送予定★毎週木曜放映

安全・確実・有利
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体
育
指
導
者
研
修
会

　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
と
き　

11
月
18
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
内
容　

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
講
話
、
実
際
に
選
手
を
相
手

に
し
た
指
導
法

■
演
題　
「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
た

め
の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

メ
ン
タ
ル
ス
キ
ル
を
試
合
で
使
う

た
め
に
〜
」

■
講
師　

若
山
裕ひ
ろ

晃あ
き

（
萩
国
際
大

学
国
際
情
報
学
部
助
教
授
）

■
参
加
費　

無
料

■
主
催　

萩
市
体
育
協
会

申
し
込
み

11
月
13
日
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
２
５
・
７
３
１
１
）
へ

入
門
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
と
き　

11
月
27
日
（
月
）
〜
30

日
（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

椿
西
小
学
校

■
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
、
文

書
作
成
（
簡
単
な
年
賀
状
・
チ
ラ

シ
作
成
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
中
学
生

以
上
の
初
心
者
（
簡
単
な
文
書
作

成
が
で
き
る
程
度
）

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

２
０
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
１
１
）

萩
市
民
健
康
づ
く
り
教
室

兼
山
口
県
歩
け
歩
け
大
会

■
と
き　

11
月
26
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

■
コ
ー
ス　

長
者
ヶ
森（
秋
吉
台
）

ス
タ
ー
ト
→
秋
吉
台
上
→
大
正
洞

ゴ
ー
ル
（
約
４
㎞
）

■
集
合
場
所　

【
バ
ス
希
望
者
（
定
員
25
人
）】
９

時
ま
で
に
市
民
体
育
館

【
自
家
用
車
】
10
時
ま
で
に
大
正

洞
駐
車
場

■
対
象
者　

市
民
で
４
㎞
を
完
歩

で
き
る
方

■
持
参
品　

帽
子
、
水
筒
、
タ
オ

ル
、
弁
当
等

※
歩
き
や
す
い
服
装
、
履
き
な
れ

た
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

11
月
17
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
市
民
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

■
と
き　

11
月
26
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
・
椿
西

小
学
校
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

女
性
（
大
学
生
可
）

■
チ
ー
ム
編
成　

25
歳
以
下
の
選

手
は
４
人
以
内
。
原
則
と
し
て
行

政
区
単
位
で
す
が
、
チ
ー
ム
編
成

が
困
難
な
場
合
は
隣
接
行
政
区
と

出
場
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法　

11
月
17
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
お
よ
び
教
育
委

員
会
各
地
域
事
務
所
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
７
３
１
１
）

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

11
月
14
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

境
界
線
問
題
、い
じ
め
・

体
罰
の
問
題
、
家
庭
内
・
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
国
・
県
・
市
へ
の

要
望
、
苦
情
、
遺
言
等

※
受
付
は
直
接
会
場
で
行
い
ま

す
。主

催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
３
７
３
）

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

■
と
き　

11
月
28
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所

■
受
付　

市
役
所
案
内
係

◆萩市伝統芸能フェスティバル
■とき　11 月 11 日（土）正午〜午後４時
■ところ　市役所本庁前庭
　　　　（萩ふるさとまつりメインステージ）
■内容　市内各地域の神楽舞、昇殿巫

み っ こ

女の舞、
　　　　たたら太鼓（福栄）、田植ばやし（須
　　　　佐）等　（出演団体 10 組）
■主催　萩市伝統芸能連絡協議会

問い合わせ　
市民活動推進課（２５・３５９０）
◆萩市合同吟剣詩舞大会
■とき　11 月 19 日（日）午前９時〜午後５時
■ところ　市民館大ホール
■内容　詩吟、詩舞、剣舞、歌謡吟詠などの
　　　　発表（12 団体、約 500 人）

主催・問い合わせ　
萩市吟剣詩舞連盟　（２２・４４２５）稲尾

■
弁
護
士　

山
口
正
之

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
に
予
約
申
込
が
必
要
で

す
。（
11
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
）

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
３
７
３
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
や
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
と
い
っ
た
、
女
性
を
め
ぐ
る

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
助
言

萩市芸術祭
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と
相
談
を
、
法
務
局
職
員
と
人
権

擁
護
委
員
が
行
い
ま
す
。

■
と
き　

11
月
13
日
（
月
）
〜
19

日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
は
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
）

■
電
話
番
号

　
　

０
５
７
０
・
０
７
０
８
１
０

問
い
合
わ
せ

山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課　

　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
２
２
９
５
）

秋
の
園
芸
展

○
盆
栽
・
山
草
展

■
と
き　

11
月
16
日
（
木
）
〜
19

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
お
も
と
展

■
と
き　

11
月
17
日
（
金
）
〜
19

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
市
民
館

■
主
催　

萩
園
芸
友
の
会　

 

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
１
１
）

萩
養
ま
つ
り

　

児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、

多
く
の
人
と
ふ
れ
あ
い
、
交
流
す

る
こ
と
で
社
会
性
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
15
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
養
護
学
校　

■
内
容　

萩
養
護
学
校
児
童
・
生

徒
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、育
友
会
バ

ザ
ー
、食
堂
・
喫
茶
、作
品
展
示
等

問
い
合
わ
せ

萩
養
ま
つ
り
広
報
部

　
　
　
　
　
（
２
５
・
７
２
８
０
）

明
木
地
区
農
業
文
化
祭

■
と
き　

11
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

■
内
容　

そ
菜
の
品
評
会
、
魚
の

つ
か
み
ど
り
、
バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
揚
野
バ
ン
リ
の
コ
メ

デ
ィ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

■
主
催　

明
木
地
区
農
業
文
化
祭

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

明
木
公
民
館
（
５
５
・
０
０
０
１
）

佐
々
並
地
区
文
化
祭

■
と
き　

11
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

旭
活
性
化
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
佐
々

並
支
所
前
広
場

■
内
容　

福
引
き
大
会
、
お
菓
子

の
つ
か
み
取
り
、
ロ
ン
グ
巻
寿
司

大
会
、
公
民
館
教
室
作
品
展
示
等

■
主
催　

佐
々
並
文
化
祭
実
行
委

員
会問

い
合
わ
せ

佐
々
並
公
民
館

　
　
　
　
　
（
５
６
・
０
０
０
８
）

福
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス

ふ
く
え
」　

■
内
容　

歌
謡
漫
談
、
マ
ジ
ッ
ク

バ
ル
ー
ン
、
生
涯
学
習
発
表
会
、

福
引
き
、
も
ち
ま
き
等

■
主
催　

福
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

福
栄
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
（
５
２
・
０
１
２
２
）

萩
中
央
高
齢
者
教
室
作
品

展■
と
き　

11
月
20
日
（
月
）
〜
22

日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
20
日
は
午
後
１
時
〜
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

書
道
・
陶
芸
・
園
芸
他

主
催
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
１
１
）

　

こ
の
た
び
、
山
口
県
か
ら
８
人

目
の
宰
相
、
安
倍
晋
三
首
相
が
誕

生
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
山
口
県

出
身
の
７
人
の
宰
相
と
、
萩
市
で

開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭「
川
柳
」

に
あ
わ
せ
て
、
萩
出
身
で
川
柳
の

改
革
復
興
に
尽
く
し
た
井
上
剣
花

坊
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。　

　
■
観
覧
料

大
人
５
０
０
円
、
高
校
・
大
学
生

３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０

円◆
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
が
お
得
で
す

大
人
１
５
０
０
円
、
高
校
・
大
学

生
９
０
０
円
、
小
・
中
学
生
３
０

０
円

　

日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
ト
ー

キ
ー
フ
ィ
ル
ム
「
田
中
義
一
政
友

会
総
裁
演
説
」（
昭
和
初
期
の
も

の
、
萩
博
物
館
蔵
）
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
特

別
上
映
し
ま
す
。

　

７
人
の
宰
相
の
一
人
で
あ
る
田

中
義
一
の
貴
重
な
映
像
と
肉
声
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
時
間　

午
前
11
時
、
午
後
３
時

の
２
回
（
約
30
分
間
）

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
参
加
料　

無
料

◆
呈
茶
席

　

隅
矢
倉
で
は
呈
茶
席
も
開
催
し

ま
す
。

■
料
金　

一
服
３
０
０
円

萩
博
物
館

（
２
５
・
６
４
４
７
）

「
七
人
の
宰
相
」

「
井
上
剣
花
坊
と
川
柳
」

　

11
月
２
日
㈭
〜
12
月
10
日
㈰

開
館
２
周
年
記
念

現
存
最
古
の

ト
ー
キ
ー
フ
ィ
ル
ム
初
公
開

　
　
　

11
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰

井上剣花坊

田中義一
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慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

co
n

g
ratu

latio
n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※10月1日〜10月15日受付分

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

　イヌタデは北海道から沖縄まで普通に見る事がで
きる一年草です。道端のあぜ道や野原に群生してお
り、花の時期が６月から 11 月と長いため、いつも
咲いている感覚があります。特に秋が深まるこの時
期に一面赤くなるように咲き誇る姿は見ごたえがあ
ります。「蓼（たで）食う虫も・・・」のように、タ
デとは辛味のあるヤナギタデのことであり、イヌタ
デは辛味も無いため香辛料になりません。
　イヌタデは香辛料には不向きですが、食用には適
しており「花の咲く前ならばあえ物や油いため、煮
物、揚げ物に良い」と野草の本にありました。
　花姿からアカマンマの名で親しまれますが、やは
り食用になるのですね。

イヌタデ（犬蓼）

中ノ倉のあぜ道にて

co
n

g
ratu

latio
n

co
n

d
o

len
ce

○民謡・民舞の祭典
　11月11日（10：00〜16：00）は生中継
　11月23日、30日、12月7日
○創作フラメンコ「アモールdeお菊」
　11月20日、27日、12月４日
○シンポジウム「歴史とまち並み」
　11月21日，28日、12月５日

国民文化祭をケーブルテレビで放送
萩ケーブルテレビ11ch（萩・田万川・須佐）

○民謡・民舞の祭典
　11月21日、23日
○シンポジウム「歴史とまち並み」
　11月20日、30日

萩市総合情報施設（川上・むつみ・旭・福栄）

見島の大空に夢が舞う表紙

（見島小学校）３ページ参照。
〜 121 のおにようず〜


	表紙
	11月3日、いよいよ開幕！第21回国民文化祭・やまぐち２００６No.2
	11月3日、いよいよ開幕！第21回国民文化祭・やまぐち２００６No.1
	シリーズ集　見島の大空に夢が舞う121のおにようず　他
	子ども夢プロジェクト／シリーズ人　他
	萩ふるさとまつり、萩時代まつり
	萩有料道路の早期無料化に向けて
	優良PTA文部科学大臣表彰／萩景観賞　他
	萩おもてなし大賞　他
	11月情報カレンダー（２）
	11月情報カレンダー（１）
	情報案内板（１）「周知の埋蔵文化財包蔵地」説明会　他
	情報案内板（２）秋の全国火災予防運動　他
	情報案内板（３）市営住宅入居者募集　他
	情報案内板（４）萩市の行政番組（ケーブルテレビ）放送予定　他
	情報案内板（５）萩市芸術祭　他
	情報案内板（６）萩博物館　他
	スポーツガイド／子育てガイド　他
	11月の保健ガイド
	花ごよみ／国民文化祭をケーブルテレビで放送　他

